
楽器の女王・オルガンの第2黄金期とそのオルガン音楽楽器の女王・オルガンの第2黄金期とそのオルガン音楽楽器の女王・オルガンの第2黄金期とそのオルガン音楽

講義内容
 

〒583-0854 大阪府羽曳野市軽里1-1-1
電車：近鉄南大阪線「古市」駅下車西へ徒歩10分
バス：近鉄バス「軽里1丁目」バス停
お車：大阪外環状線「軽里北」交差点

※駐車料金:2時間まで無料。以降1時間ごとに200円

※駐車場には限りがございます。公共の交通機関をご利用ください。

※掲載の内容は、予告なく変更・中止する場合がございます。

※障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。

J.S.バッハ以後にオルガンの第2⻩⾦期といえる
ロマン派の時代までを３回に分けてお話ししま
す。

ちょうど２０２２年は、オルガン⾳楽にとって
⼤変重要な⾳楽家セザール・フランクの⽣誕
２００年記念年です！

J.S.バッハを敬愛したロマン派の作曲家達、
バッハ以後⾳楽全般のとらえ⽅や作り⽅が変化
していった中で、オルガンの楽器⾃体はどのよ
うに発展したのか、またそれによりオルガン⾳
楽はどのように変化していったのかを⾒ていき
ましょう。

�師

⼟橋 薫(⼤���⼤��任�授)
主催：       株式会社みのりの里

ア ク セ ス

LICはびきのオルガン『座学』講座　全3回　

セザール・フランクと

オルガン建造家カヴァイエ・コル

メンデルスゾーン、シューマン、

リスト、ブラームスとオルガン

バッハとその息⼦達からモーツァルト、

ベートーヴェンの時代

第1回�バロック時代を完結した
J.S.バッハ以降のオルガンは？

第2回�再びバッハを⾒出した
ロマン派の⾳楽家達（ドイツ編）

第3回�パリでオルガンは
オーケストラになった？！（フランス編）

～　C.フランク生誕200年を迎えるにあたって　～

【⽇ 時】⽊�⽇10時00�〜11時30�
     6/23、7/21、8/25
【� 場】LICはびきの 2� ⼤���
【� 員】各回48� 
【申�期間と��】4/15(金)〜6/15(�)
   ①来�②電�(072-950-5504)③FAX(072-950-5505)
   ※��は申�優先順�です。
 ※�員に�し���切ます。
【受�料】3,300円(3�義�)来�または�⾏��。
   申�⽇から1�間�内にお��いいただきます。
 ※⼀旦�付された受�料は�金できません。
   ※6/16(⽊)より�きがあれば各�義前⽇まで申�受付
 します。1,320円/1回(当⽇�い)
 

   ◆��された回のビデオ�義はありません。

お申込みの際に頂きます個人情報は、チケットの確保、座席の管理、お申込みいただいた催しに関する連絡のためのみ利用します。ご本人の同意なしに第三者に
提供することはありません。個人情報の開示等に関するお問合せは、弊社個人情報保護管理者までお問合せください。申込時の個人情報の提供は、ご本人の任意
です。ただし、氏名、電話番号等が未記入の場合はお申込み頂けません。
株式会社みのりの里　個人情報保護管理者　〒583-0854羽曳野市軽里1-1-1電話:072-944-5700

◆感染予防対策のため、講義室へ入室の際、検温いたします。(37.5度以上の場合は、受講をご遠慮いただきます。)


